
JP 2000-88347 A5 2005.6.23

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ５ 部 門 第 ３ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 17年 6月 23日 (2005.6.23)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2000-88347(P2000-88347A)
【 公 開 日 】 平 成 12年 3月 31日 (2000.3.31)
【 出 願 番 号 】 特 願 平 10-256523
【 国 際 特 許 分 類 第 ７ 版 】
   Ｆ ２ ４ Ｈ    1/00   
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｆ ２ ４ Ｈ    1/00    ６ ３ １ Ｆ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 10月 7日 (2004.10.7)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 書 類 名 】 　 明 細 書
【 発 明 の 名 称 】 　 風 呂 熱 利 用 給 湯 シ ス テ ム
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 【 請 求 項 １ 】 　 貯 湯 タ ン ク 内 の 上 部 お よ び 下 部 に そ れ ぞ れ 設 け た 第 １ 加 熱 手 段 お よ び 第
２ 加 熱 手 段 と 、 前 記 第 ２ 加 熱 手 段 よ り 前 記 貯 湯 タ ン ク 内 の 下 方 あ る い は 少 な く と も 同 位 置
に 設 け て 前 記 貯 湯 タ ン ク 内 の 媒 体 と 浴 槽 水 を 熱 交 換 す る 熱 交 換 器 と 、 浴 槽 残 湯 水 か ら 前 記
貯 湯 タ ン ク 内 の 媒 体 へ の 熱 交 換 が 終 了 し た こ と を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、 浴 槽 残 湯 水 か ら の
熱 回 収 運 転 時 に 前 記 第 １ 加 熱 手 段 を 運 転 開 始 し 、 そ の 後 前 記 検 出 手 段 の 信 号 を 受 け て 前 記
第 ２ 加 熱 手 段 を 通 電 開 始 す る 制 御 手 段 を 備 え た 風 呂 熱 利 用 給 湯 シ ス テ ム 。
　 【 請 求 項 ２ 】 　 貯 湯 タ ン ク の 上 方 の 所 定 位 置 の 湯 温 を 検 出 す る 湯 温 検 出 手 段 と 、 こ の 湯
温 検 出 手 段 の 信 号 を 受 け て 所 定 温 度 以 上 の 場 合 に は 、 第 １ 加 熱 手 段 お よ び 第 ２ 加 熱 手 段 を
非 通 電 に し て 浴 槽 残 湯 水 の 熱 回 収 を お こ な う 運 転 制 御 手 段 と 、 検 出 手 段 の 信 号 を 受 け
記 第 ２ 加 熱 手 段 を 通 電 開 始 す る 制 御 手 段 を 備 え た 請 求 項 １ 記 載 の 風 呂 熱 利 用 給 湯 シ ス テ ム
。
　 【 請 求 項 ３ 】 　 貯 湯 タ ン ク の 上 部 に 設 け た 加 熱 手 段 と 、 前 記 貯 湯 タ ン ク の 下 部 か ら 上 部
へ 水 を 流 す 給 湯 ポ ン プ と 、 こ の 給 湯 ポ ン プ の 循 環 回 路 に 設 け た 熱 交 換 器 と 、 こ の 熱 交 換 器
と 熱 交 換 関 係 を 有 す る 風 呂 熱 交 換 器 と 、 こ の 風 呂 熱 交 換 器 と 連 通 す る 浴 槽 を 備 え た 風 呂 熱
利 用 給 湯 シ ス テ ム 。
　 【 請 求 項 ４ 】 　 貯 湯 タ ン ク の 上 部 に 設 け た 加 熱 手 段 と 、 貯 湯 タ ン ク の 上 部 か ら 下 部 へ 湯
を 流 す 給 湯 ポ ン プ と 、 こ の 給 湯 ポ ン プ の 循 環 回 路 に 設 け た 熱 交 換 器 と 、 こ の 熱 交 換 器 と 熱
交 換 関 係 を 有 す る 風 呂 熱 交 換 器 と 、 こ の 風 呂 熱 交 換 器 と 連 通 す る 浴 槽 を 備 え た 風 呂 熱 利 用
給 湯 シ ス テ ム 。
　 【 請 求 項 ５ 】 　 貯 湯 タ ン ク の 上 部 と 熱 交 換 器 の 接 続 管 の 途 中 に 設 け て 前 記 貯 湯 タ ン ク の
上 部 接 続 口 か ら 下 部 へ の 流 路 と 、 加 熱 手 段 の 高 さ 位 置 よ り も 低 位 置 の 前 記 貯 湯 タ ン ク 接 続
口 か ら 下 部 へ の 流 路 を 切 替 え る 流 路 切 替 え 手 段 と 、 風 呂 熱 回 収 運 転 時 に 前 記 加 熱 手 段 の 高
さ 位 置 よ り も 低 位 置 の 前 記 貯 湯 タ ン ク の 接 続 口 か ら 下 部 へ の 流 路 を 構 成 す る よ う に 前 記 流
路 切 替 え 手 段 を 切 替 え る 運 転 制 御 手 段 を 備 え た 請 求 項 ４ 記 載 の 風 呂 熱 利 用 給 湯 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 本 発 明 は 風 呂 熱 利 用 の 貯 湯 式 給 湯 シ ス テ ム に 関 す る も の で あ る 。
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　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 【 従 来 の 技 術 】
　 従 来 、 こ の 種 の 給 湯 シ ス テ ム は 特 開 平 ４ － １ ０ ６ ３ ７ ０ 号 公 報 に 示 す 如 き も の が あ る 。
以 下 、 従 来 の 技 術 に つ い て 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。 図 ６ は 従 来 の 給 湯 シ ス テ ム の 構 成 図 で
あ る 。 図 ６ に お い て 、 貯 湯 タ ン ク １ の 下 部 室 １ ｂ の 水 を 給 湯 ポ ン プ ３ ０ の 運 転 に よ り 熱 交
換 器 ４ に 流 し て 浴 槽 ５ の 残 湯 水 と 熱 交 換 し て 再 び 貯 湯 タ ン ク １ の 下 部 室 １ ｂ へ 戻 す 。 そ し
て 、 圧 縮 機 ３ １ か ら の 凝 縮 熱 を 利 用 し て 凝 縮 器 ３ ２ で 放 熱 し 、 貯 湯 タ ン ク １ の 上 部 室 １ ａ
お よ び 下 部 室 １ ｂ の 水 を 加 熱 し 、 貯 湯 す る シ ス テ ム で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 給 湯 シ ス テ ム で は 、 浴 槽 ５ の 残 湯 と 熱 交 換 す る 貯 湯 タ ン ク １ 内 の
下 部 室 １ ｂ の 水 を ヒ ー ト ポ ン プ で も 同 時 に 加 熱 す る 。 こ の た め 、 ヒ ー ト ポ ン プ 、 電 気 ヒ ー
タ な ど の 他 熱 源 と 併 用 し て 残 湯 熱 回 収 運 転 し た 場 合 に 、 貯 湯 タ ン ク １ 内 の 下 部 室 １ ｂ の 水
温 は 時 間 経 過 と と も に 上 昇 し 、 逆 に 浴 槽 の 残 湯 温 度 は 熱 を 奪 わ れ る た め 低 下 す る 。 そ し て
、 他 熱 源 の 加 熱 能 力 が 大 き い た め 貯 湯 タ ン ク 内 の 湯 温 は 急 激 に 上 昇 し て 、 短 時 間 で 浴 槽 の
残 湯 温 度 と 同 温 度 に 達 す る 。 従 っ て 、 浴 槽 の 残 湯 熱 を 効 率 よ く 回 収 で き な い 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 浴 槽 の 残 り 湯 が 有 し て い る 熱 エ ネ ル ギ ー を 効
率 よ く 回 収 し て 、 省 エ ネ ル ギ ー 化 を は か る と と も に 限 ら れ た 時 間 内 、 例 え ば 深 夜 時 間 帯 内
で 貯 湯 タ ン ク 全 体 を 沸 き 上 げ 湯 切 れ を 防 止 す る こ と を 主 目 的 と す る も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 、 貯 湯 タ ン ク 内 の 上 部 お よ び 下 部 に 設 け た 第 １ 加 熱
手 段 と 第 ２ 加 熱 手 段 と 、 第 ２ 加 熱 手 段 よ り 貯 湯 タ ン ク 内 の 下 方 あ る い は 少 な く と も 同 位 置
に 設 け て 貯 湯 タ ン ク 内 媒 体 と 浴 槽 水 を 熱 交 換 す る 熱 交 換 器 と 、 浴 槽 残 湯 水 か ら 貯 湯 タ ン ク
内 媒 体 へ の 熱 交 換 終 了 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、 浴 槽 残 湯 水 か ら の 熱 回 収 運 転 時 に 第 １ 加 熱
手 段 を 運 転 開 始 し て 、 そ の 後 、 検 出 手 段 の 信 号 を 受 け て 第 １ 加 熱 手 段 を 通 電 停 止 す る と と
も に 第 ２ 加 熱 手 段 を 通 電 開 始 す る 制 御 手 段 を 備 え た 風 呂 熱 利 用 給 湯 シ ス テ ム で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 上 の 構 成 に よ り 、 風 呂 廃 熱 回 収 運 転 に お い て 、 運 転 開 始 と と も に 上 部 の 第 １ 加 熱 手 段
を 運 転 開 始 し て 、 第 １ 加 熱 手 段 よ り 上 部 の 貯 湯 タ ン ク 内 の 水 を 沸 き 上 げ 、 ま た 同 時 に 、 第
１ 加 熱 手 段 よ り 下 部 の 貯 湯 タ ン ク 内 の 水 を 浴 槽 残 湯 水 で 中 温 ま で 沸 き 上 げ る 。 そ し て 、 貯
湯 タ ン ク 内 の 熱 交 換 器 近 傍 の 湯 温 と 熱 交 換 器 へ 流 入 す る 浴 槽 残 湯 水 の 温 度 が 所 定 温 度 差 に
達 し た 時 、 上 部 の 第 １ 加 熱 手 段 を 通 電 停 止 す る と と も に 下 部 の 第 ２ 加 熱 手 段 を 通 電 開 始 す
る 。 そ し て 、 下 部 の 第 ２ 加 熱 手 段 を 用 い て 貯 湯 タ ン ク 内 の 中 温 水 を 高 温 ま で 沸 き 上 げ る 。
従 っ て 、 浴 槽 の 残 り 湯 を 熱 回 収 す る 場 合 に 加 熱 手 段 で 加 熱 さ れ た 湯 と 浴 槽 の 残 り 湯 が 熱 交
換 し な い た め 、 効 率 よ く 熱 回 収 で き 、 省 エ ネ ル ギ ー と な る 。 ま た 、 熱 回 収 運 転 時 に 上 部 あ
る い は 下 部 の 加 熱 手 段 の い づ れ か を 同 時 運 転 す る た め 、 深 夜 時 間 帯 な ど 所 定 時 間 内 で 充 分
に 貯 湯 タ ン ク 内 の 水 を 沸 き 上 げ る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 貯 湯 タ ン ク 内 の 上 部 お よ び 下 部 に 設 け た 第 １ 加 熱 手
段 と 第 ２ 加 熱 手 段 と 、 第 ２ 加 熱 手 段 よ り 貯 湯 タ ン ク 内 の 下 方 あ る い は 少 な く と も 同 位 置 に
設 け て 貯 湯 タ ン ク 内 媒 体 と 浴 槽 水 を 熱 交 換 す る 熱 交 換 器 と 、 浴 槽 残 湯 水 か ら 貯 湯 タ ン ク 内
媒 体 へ の 熱 交 換 終 了 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、 浴 槽 残 湯 水 か ら の 熱 回 収 運 転 時 に 第 １ 加 熱 手
段 を 運 転 開 始 し て 、 そ の 後 、 検 出 手 段 の 信 号 を 受 け て 第 １ 加 熱 手 段 を 通 電 停 止 す る と と も
に 第 ２ 加 熱 手 段 を 通 電 開 始 す る 制 御 手 段 を 備 え た 風 呂 熱 利 用 給 湯 シ ス テ ム で あ り 、 風 呂 廃
熱 回 収 運 転 に お い て 、 運 転 開 始 と と も に 上 部 の 第 １ 加 熱 手 段 を 運 転 開 始 し て 、 第 １ 加 熱 手
段 よ り 上 部 の 貯 湯 タ ン ク 内 の 水 を 沸 き 上 げ る 。 ま た 同 時 に 、 第 １ 加 熱 手 段 よ り 下 部 の 貯 湯
タ ン ク 内 の 水 を 浴 槽 残 湯 水 で 中 温 ま で 沸 き 上 げ る 。 そ し て 、 貯 湯 タ ン ク 内 の 熱 交 換 器 近 傍
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の 湯 温 と 熱 交 換 器 へ 流 入 す る 浴 槽 残 湯 水 の 温 度 が 所 定 温 度 差 に 達 し た 時 、 上 部 の 第 １ 加 熱
手 段 を 通 電 停 止 す る と と も に 下 部 の 第 ２ 加 熱 手 段 を 通 電 開 始 す る 。 そ し て 、 下 部 の 第 ２ 加
熱 手 段 を 用 い て 貯 湯 タ ン ク 内 の 中 温 水 を 高 温 ま で 沸 き 上 げ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 従 っ て 、 浴 槽 の 残 り 湯 を 熱 回 収 す る 場 合 に 加 熱 手 段 で 加 熱 さ れ た 湯 と 浴 槽 の 残 り 湯 が 熱
交 換 し な い た め 、 効 率 よ く 熱 回 収 で き 、 省 エ ネ ル ギ ー と な る 。 ま た 、 熱 回 収 運 転 時 に 上 部
あ る い は 下 部 の 加 熱 手 段 の い づ れ か を 同 時 運 転 す る た め 、 深 夜 時 間 帯 な ど 所 定 時 間 内 で 充
分 に 貯 湯 タ ン ク 内 の 水 を 沸 き 上 げ る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 貯 湯 タ ン ク 上 方 の 所 定 位 置 の 湯 温 を 検 出 す る 湯 温 検 出
手 段 と 、 湯 温 検 出 手 段 の 信 号 を 受 け て 所 定 温 度 以 上 の 場 合 に は 第 １ 加 熱 手 段 お よ び 第 ２ 加
熱 手 段 を 非 通 電 に し て 浴 槽 残 湯 水 の 熱 回 収 を お こ な う 運 転 手 段 と 、 検 出 手 段 の 信 号 を 受 け
て 第 ２ 加 熱 手 段 を 通 電 開 始 す る 制 御 手 段 を 備 え た 風 呂 熱 利 用 給 湯 シ ス テ ム で あ り 、 熱 回 収
運 転 開 始 時 に 貯 湯 タ ン ク 内 の 上 部 の 所 定 量 の 湯 温 が 所 定 温 度 以 上 の 場 合 、 す な わ ち 、 貯 湯
タ ン ク 内 に 高 温 残 湯 水 が 所 定 量 貯 湯 さ れ て い る 場 合 に 、 加 熱 手 段 を 非 通 電 に し て 浴 槽 残 湯
水 の 熱 回 収 を お こ な い 、 熱 交 換 器 へ 送 ら れ た 浴 槽 の 残 湯 水 で 貯 湯 タ ン ク 内 の 高 温 残 湯 水 よ
り 下 部 （ 低 位 置 ） の 給 水 さ れ た 水 量 全 体 を 次 第 に 沸 き 上 げ 、 貯 湯 タ ン ク 内 の 熱 交 換 器 近 傍
の 湯 温 と 熱 交 換 器 へ 流 入 す る 浴 槽 残 湯 水 の 温 度 が 所 定 温 度 差 に 達 し た 時 、 下 部 の 第 ２ 加 熱
手 段 を 通 電 開 始 し て 貯 湯 タ ン ク 内 の 中 温 水 を 高 温 ま で 沸 き 上 げ る 。 従 っ て 、 加 熱 手 段 の 運
転 時 間 が 少 な く て も 充 分 に 沸 き 上 げ る こ と が で き 、 貯 湯 タ ン ク 上 部 の 高 温 湯 の 放 熱 ロ ス も
少 な く 、 省 エ ネ 化 と 湯 量 不 足 解 消 を 達 成 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 貯 湯 タ ン ク の 上 部 に 設 け た 加 熱 手 段 と 、 貯 湯 タ ン ク の
下 部 か ら 上 部 へ 水 を 流 す 給 湯 ポ ン プ と 、 給 湯 ポ ン プ の 循 環 回 路 に 設 け た 熱 交 換 器 と 、 熱 交
換 器 と 熱 交 換 関 係 を 有 す る 風 呂 熱 交 換 器 と 、 風 呂 熱 交 換 器 と 連 通 す る 浴 槽 を 備 え た 風 呂 熱
利 用 給 湯 シ ス テ ム で あ り 、 熱 回 収 運 転 に お い て 、 貯 湯 タ ン ク の 下 部 の 給 水 を 浴 槽 残 湯 水 と
熱 交 換 し て 、 昇 温 し た 中 温 水 を 貯 湯 タ ン ク の 上 部 へ 循 環 さ せ る 。 そ し て 、 貯 湯 タ ン ク 上 部
の 加 熱 手 段 で 高 温 に 加 熱 す る 。 よ っ て 、 浴 槽 残 湯 水 と 熱 交 換 す る 貯 湯 タ ン ク 内 の 水 は 絶 え
ず 初 期 給 水 温 で あ る た め 、 浴 槽 残 湯 水 が 運 転 時 間 と と も に 温 度 降 下 し て も 浴 槽 の 残 湯 を 給
水 温 度 と 略 同 温 度 ま で 熱 回 収 で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 貯 湯 タ ン ク の 上 部 に 設 け た 加 熱 手 段 と 、 貯 湯 タ ン ク の
上 部 か ら 下 部 へ 湯 を 流 す 給 湯 ポ ン プ と 、 給 湯 ポ ン プ の 循 環 回 路 に 設 け た 熱 交 換 器 と 、 熱 交
換 器 と 熱 交 換 関 係 を 有 す る 風 呂 熱 交 換 器 と 、 風 呂 熱 交 換 器 と 連 通 す る 浴 槽 を を 備 え た 風 呂
熱 利 用 給 湯 シ ス テ ム で あ り 、 浴 槽 の 水 を 加 熱 、 保 温 す る 運 転 に お い て 、 加 熱 手 段 で 加 熱 さ
れ た 高 温 湯 を 貯 湯 タ ン ク の 上 部 か ら 熱 交 換 器 へ 流 出 さ せ て 、 浴 槽 か ら 送 ら れ て き た 浴 槽 水
を 加 熱 す る 。 よ っ て 、 浴 槽 加 熱 で き る 湯 量 を 短 時 間 で 沸 き 上 げ 利 用 す る こ と が で き る た め
、 利 便 性 が 向 上 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 貯 湯 タ ン ク の 上 部 と 熱 交 換 器 の 接 続 管 途 中 に 設 け て 、
貯 湯 タ ン ク の 上 部 接 続 口 か ら 貯 湯 タ ン ク の 下 部 へ の 流 路 と 、 加 熱 手 段 の 高 さ 位 置 よ り も 低
位 置 の 貯 湯 タ ン ク 接 続 口 か ら 貯 湯 タ ン ク の 下 部 へ の 流 路 を 切 替 え る 流 路 切 替 え 手 段 と 、 風
呂 熱 回 収 運 転 時 に 加 熱 手 段 の 高 さ 位 置 よ り も 低 位 置 の 貯 湯 タ ン ク 接 続 口 か ら 貯 湯 タ ン ク の
下 部 へ の 流 路 を 構 成 す る よ う に 流 路 切 替 え 手 段 を 切 替 え る 運 転 制 御 手 段 を 備 え た 風 呂 熱 利
用 給 湯 シ ス テ ム で あ り 、 風 呂 熱 回 収 運 転 時 、 加 熱 手 段 よ り 下 部 の 貯 湯 タ ン ク 内 の 水 を 熱 交
換 器 へ 送 り 、 浴 槽 の 残 湯 水 を 集 熱 し て 、 貯 湯 タ ン ク の 下 部 か ら 流 入 す る 。 次 に 、 浴 槽 加 熱
運 転 時 は 貯 湯 タ ン ク の 上 部 接 続 口 か ら 高 温 湯 を 熱 交 換 器 へ 送 り 、 浴 槽 の 水 を 加 熱 す る 。 ま
た 、 浴 槽 残 湯 水 が な い 場 合 に 貯 湯 タ ン ク 内 の 水 を 沸 き 上 げ る 運 転 時 、 加 熱 手 段 で 加 熱 さ れ
た 高 温 湯 を 貯 湯 タ ン ク の 上 部 か ら 流 路 切 替 え 手 段 、 熱 交 換 器 を 通 り 、 貯 湯 タ ン ク の 下 部 へ
戻 し 、 貯 湯 タ ン ク 内 の 水 を 沸 き 上 げ る 。 従 っ て 、 浴 槽 水 の 加 熱 と 浴 槽 残 湯 熱 の 回 収 お よ び
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貯 湯 タ ン ク 内 の 水 全 体 を 沸 き 上 げ る 運 転 を 簡 単 な 装 置 （ 単 一 の 給 湯 ポ ン プ と 流 路 切 替 え 手
段 ） で 実 現 で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 【 実 施 例 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。 な お 、 従 来 例 お よ び 各 実 施 例 に
お い て 、 同 じ 構 成 、 同 じ 動 作 を す る も の に つ い て は 同 一 符 号 を 付 し 、 一 部 説 明 を 省 略 す る
。
　 　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ 実 施 例 １ ）
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 １ の 風 呂 熱 利 用 給 湯 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。 図 １ に お い て 、 １
は 貯 湯 タ ン ク 、 ２ は 第 １ 加 熱 手 段 で あ り 、 貯 湯 タ ン ク １ 内 の 上 部 に 設 け ら れ て い る 。 ３ は
第 ２ 加 熱 手 段 で あ り 、 貯 湯 タ ン ク １ 内 の 下 部 に 設 け ら れ て い る 。 ４ は 熱 交 換 器 で あ り 、 第
２ 加 熱 手 段 ３ よ り 貯 湯 タ ン ク １ 内 の 下 方 あ る い は 少 な く と も 同 位 置 に 設 け て 、 貯 湯 タ ン ク
１ 内 媒 体 と 浴 槽 ５ の 水 と 熱 交 換 す る 。 ６ は 検 出 手 段 で あ り 、 貯 湯 タ ン ク １ 内 の 熱 交 換 器 ４
近 傍 の 湯 温 を 検 出 す る 温 度 検 出 手 段 ７ の 検 出 温 度 と 熱 交 換 器 ４ へ 流 入 す る 浴 槽 残 湯 水 の 温
度 を 検 出 す る 残 湯 温 度 検 出 手 段 ８ の 検 出 温 度 が 所 定 温 度 差 に 達 し た 時 、 浴 槽 残 湯 水 の 熱 回
収 終 了 を 検 出 す る 。 ９ は 制 御 手 段 で あ り 、 浴 槽 残 湯 水 か ら の 熱 回 収 運 転 時 に 第 １ 加 熱 手 段
２ を 運 転 開 始 し て 、 そ の 後 、 検 出 手 段 ６ の 信 号 を 受 け て 第 １ 加 熱 手 段 ２ を 通 電 停 止 す る と
と も に 第 ２ 加 熱 手 段 ３ を 通 電 開 始 す る 。 １ ０ は 風 呂 ポ ン プ で あ り 、 浴 槽 ５ の 残 湯 水 を 熱 交
換 器 ４ へ 送 り 、 貯 湯 タ ン ク １ と 浴 槽 ５ の 設 置 距 離 が 長 い 場 合 に 必 要 と な る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て 、 制 御 手 段 ９ の 信 号 を 受 け て 熱 回 収 運 転 時 に 運 転 し 、 熱 回 収 運 転 停 止 時 に 運 転 停
止 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 の 構 成 に お い て 、 そ の 動 作 、 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 風 呂 廃 熱 回 収 運 転 に お い て 、
運 転 開 始 と と も に 上 部 の 第 １ 加 熱 手 段 ２ を 運 転 開 始 し て 、 第 １ 加 熱 手 段 ２ よ り 上 部 の 貯 湯
タ ン ク １ 内 の 水 を 沸 き 上 げ る 。 ま た 同 時 に 、 第 １ 加 熱 手 段 ２ よ り 下 部 の 貯 湯 タ ン ク １ 内 の
水 を 浴 槽 ５ の 残 湯 水 で 中 温 ま で 沸 き 上 げ る 。 そ し て 、 貯 湯 タ ン ク １ 内 の 熱 交 換 器 ４ 近 傍 の
湯 温 と 熱 交 換 器 ４ へ 流 入 す る 浴 槽 ５ の 残 湯 水 の 温 度 が 所 定 温 度 差 に 達 し た 時 、 上 部 の 第 １
加 熱 手 段 ２ を 通 電 停 止 す る と と も に 下 部 の 第 ２ 加 熱 手 段 ３ を 通 電 開 始 す る 。 そ し て 、 下 部
の 第 ２ 加 熱 手 段 ３ を 用 い て 貯 湯 タ ン ク 内 の 中 温 水 を 高 温 ま で 沸 き 上 げ る 。 従 っ て 、 浴 槽 の
残 り 湯 を 熱 回 収 す る 場 合 に 加 熱 手 段 で 加 熱 さ れ た 湯 と 浴 槽 の 残 り 湯 が 熱 交 換 し な い た め 、
効 率 よ く 熱 回 収 で き 、 省 エ ネ ル ギ ー と な る 。 ま た 、 熱 回 収 運 転 時 に 上 部 あ る い は 下 部 の 加
熱 手 段 の い づ れ か を 同 時 運 転 す る た め 、 深 夜 時 間 帯 な ど 所 定 時 間 内 で 充 分 に 貯 湯 タ ン ク 内
の 水 を 沸 き 上 げ る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 検 出 手 段 ６ の 他 の 方 法 と し て 、 運 転 開 始 時 の 熱 交 換 器 ４ 近 傍 の 温 度 検 出 手 段 ７ の
検 出 温 度 と 運 転 開 始 時 の 浴 槽 の 残 湯 温 度 検 出 手 段 ８ の 検 出 温 度 か ら 、 両 温 度 の 差 が 所 定 温
度 差 内 に 達 す る 時 間 を 予 め 演 算 し て 、 こ の 演 算 結 果 に 基 づ い て タ イ マ ー で 設 定 し 、 熱 回 収
終 了 の 検 出 を お こ な っ て も 同 様 の 効 果 が あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ 実 施 例 ２ ）
　 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 風 呂 熱 利 用 給 湯 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。 図 ２ に お い て 、 １
１ は 湯 温 検 出 手 段 で あ り 、 貯 湯 タ ン ク １ 内 の 上 部 の 所 定 量 の 位 置 の 湯 温 を 検 出 す る 。 １ ２
は 運 転 制 御 手 段 で あ り 、 湯 温 検 出 手 段 の 信 号 を 受 け て 所 定 温 度 以 上 の 場 合 に は 第 １ 加 熱 手
段 ２ お よ び 第 ２ 加 熱 手 段 ３ を 非 通 電 に し て 浴 槽 残 湯 水 の 熱 回 収 を お こ な う 。 １ ３ は 制 御 手
段 で あ り 、 検 出 手 段 ６ の 信 号 を 受 け て 第 ２ 加 熱 手 段 ３ を 通 電 開 始 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 の 構 成 に お い て 、 そ の 動 作 、 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 熱 回 収 運 転 開 始 時 に 貯 湯 タ ン
ク １ 内 の 上 部 の 所 定 量 の 湯 温 が 所 定 温 度 以 上 の 場 合 、 す な わ ち 、 貯 湯 タ ン ク １ 内 に 高 温 残
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湯 水 が 所 定 量 貯 湯 さ れ て い る 場 合 に 、 第 １ 加 熱 手 段 ２ お よ び 第 ２ 加 熱 手 段 ３ を 非 通 電 に し
て 浴 槽 ５ の 残 湯 水 の 熱 回 収 を お こ な い 、 熱 交 換 器 ４ へ 送 ら れ た 浴 槽 ５ の 残 湯 水 で 貯 湯 タ ン
ク １ 内 の 高 温 残 湯 水 よ り 下 部 （ 低 位 置 ） の 給 水 さ れ た 水 量 全 体 を 次 第 に 沸 き 上 げ 、 貯 湯 タ
ン ク 内 の 熱 交 換 器 ４ 近 傍 の 湯 温 と 熱 交 換 器 ４ へ 流 入 す る 浴 槽 ５ の 残 湯 水 の 温 度 が 所 定 温 度
差 に 達 し た 時 、 下 部 の 第 ２ 加 熱 手 段 ３ を 通 電 開 始 し て 貯 湯 タ ン ク １ 内 の 中 温 水 を 高 温 ま で
沸 き 上 げ る 。 従 っ て 、 加 熱 手 段 の 運 転 時 間 が 少 な く て も 充 分 に 沸 き 上 げ る こ と が で き 、 貯
湯 タ ン ク 上 部 の 高 温 湯 の 放 熱 ロ ス も 少 な く 、 省 エ ネ 化 と 湯 量 不 足 解 消 を 達 成 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ 実 施 例 ３ ）
　 図 ３ は 本 発 明 の 実 施 例 ３ の 風 呂 熱 利 用 給 湯 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。 図 ３ に お い て 、 貯
湯 タ ン ク 内 の 水 の 流 れ を 実 線 矢 印 で 表 わ す 。 １ ４ は 加 熱 手 段 で あ り 、 貯 湯 タ ン ク １ の 上 部
に 設 け ら れ て い る 。 １ ５ は 給 湯 ポ ン プ で あ り 、 貯 湯 タ ン ク １ の 下 部 か ら 上 部 へ 水 を 流 す 。
１ ６ は 熱 交 換 器 で あ り 、 給 湯 ポ ン プ １ ５ の 循 環 回 路 に 設 け ら れ て い る 。 １ ７ は 風 呂 熱 交 換
器 で あ り 、 熱 交 換 器 １ ６ と 熱 交 換 関 係 を 有 す る 。 １ ８ は 浴 槽 で あ り 、 風 呂 熱 交 換 器 １ ７ と
連 通 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 の 構 成 に お い て 、 そ の 動 作 、 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 熱 回 収 運 転 に お い て 、 給 湯 ポ
ン プ １ ５ を 用 い て 貯 湯 タ ン ク １ の 下 部 の 給 水 を 熱 交 換 器 １ ６ へ 送 り 、 浴 槽 ５ の 残 湯 水 と 熱
交 換 し て 昇 温 し た 中 温 水 を 貯 湯 タ ン ク １ の 上 部 へ 循 環 さ せ る 。 そ し て 、 貯 湯 タ ン ク １ 上 部
の 加 熱 手 段 １ ４ で 高 温 に 加 熱 す る 。 よ っ て 、 浴 槽 ５ の 残 湯 水 と 熱 交 換 す る 貯 湯 タ ン ク １ 内
の 水 は 絶 え ず 初 期 給 水 温 で あ る た め 、 浴 槽 残 湯 水 が 運 転 時 間 と と も に 温 度 降 下 し て も 浴 槽
の 残 湯 を 給 水 温 度 と 略 同 温 度 ま で 熱 回 収 で き る 。 よ っ て 、 浴 槽 の 残 湯 熱 を 効 率 よ く 回 収 で
き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ 実 施 例 ４ ）
　 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 例 ４ の 風 呂 熱 利 用 給 湯 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。 図 ４ に お い て 、 貯
湯 タ ン ク 内 の 水 の 流 れ を 実 線 矢 印 で 表 わ す 。 １ ９ は 給 湯 ポ ン プ で あ り 、 貯 湯 タ ン ク の 上 部
か ら 下 部 へ 湯 を 流 す 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 の 構 成 に お い て 、 そ の 動 作 、 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 浴 槽 １ ８ の 水 を 加 熱 、 保 温 す
る 運 転 に お い て 、 加 熱 手 段 １ ４ で 貯 湯 タ ン ク １ の 上 部 の 水 が 加 熱 さ れ 、 給 湯 ポ ン プ １ ９ を
用 い て 加 熱 さ れ た 高 温 湯 を 貯 湯 タ ン ク １ の 上 部 か ら 熱 交 換 器 １ ６ へ 流 出 さ せ る 。 そ し て 、
こ こ で 浴 槽 １ ８ か ら 送 ら れ て き た 浴 槽 水 を 風 呂 熱 交 換 器 １ ７ を 介 し て 加 熱 す る 。 よ っ て 、
浴 槽 加 熱 に 利 用 す る 湯 量 を 短 時 間 で 沸 き 上 げ て 利 用 す る こ と が で き る た め 、 利 便 性 が 向 上
す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ 実 施 例 ５ ）
　 図 ５ は 本 発 明 の 実 施 例 ５ の 風 呂 熱 利 用 給 湯 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。 図 ５ に お い て 、 風
呂 熱 回 収 運 転 時 の 貯 湯 タ ン ク 内 の 水 の 流 れ を 実 線 矢 印 で 表 わ し 、 浴 槽 加 熱 運 転 時 の 貯 湯 タ
ン ク 内 の 水 の 流 れ を 破 線 矢 印 で 表 わ す 。 ま た 、 浴 槽 残 湯 水 が な い 場 合 の 貯 湯 タ ン ク 内 の 水
を 沸 き 上 げ る 運 転 時 の 貯 湯 タ ン ク 内 の 水 の 流 れ は 風 呂 熱 回 収 運 転 時 と 同 じ 実 線 矢 印 で 表 わ
す 。 ２ ０ は 流 路 切 替 え 手 段 で あ り 、 貯 湯 タ ン ク １ の 上 部 と 熱 交 換 器 １ ６ の 接 続 管 途 中 に 設
け て 、 貯 湯 タ ン ク １ の 上 部 接 続 口 か ら 貯 湯 タ ン ク １ の 下 部 へ の 流 路 と 、 加 熱 手 段 １ ４ の 高
さ 位 置 よ り も 低 位 置 の 貯 湯 タ ン ク 接 続 口 か ら 貯 湯 タ ン ク １ の 下 部 へ の 流 路 を 切 替 え る 。 ２
１ は 運 転 制 御 手 段 で あ り 、 風 呂 熱 回 収 運 転 時 に 加 熱 手 段 １ ４ の 高 さ 位 置 よ り も 低 位 置 の 貯
湯 タ ン ク 接 続 口 か ら 貯 湯 タ ン ク １ の 下 部 へ の 流 路 を 構 成 す る よ う に 流 路 切 替 え 手 段 ２ ０ を
切 替 え る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の 構 成 に お い て 、 そ の 動 作 、 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 風 呂 熱 回 収 運 転 時 、 運 転 制 御
手 段 ２ １ は 流 路 切 替 え 手 段 ２ ０ を 加 熱 手 段 １ ４ の 高 さ 位 置 よ り も 低 位 置 の 貯 湯 タ ン ク 接 続
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口 か ら 貯 湯 タ ン ク １ の 下 部 へ の 流 路 を 切 替 え る 。 そ し て 、 加 熱 手 段 １ ４ よ り 下 部 の 貯 湯 タ
ン ク 内 の 水 を 熱 交 換 器 １ ７ へ 送 り 、 浴 槽 の 残 湯 水 か ら 集 熱 す る 。 そ し て 、 貯 湯 タ ン ク の 下
部 か ら 貯 湯 タ ン ク へ 流 入 す る 。 こ の サ イ ク ル を 繰 り 替 え し な が ら 次 第 に 加 熱 手 段 １ ４ よ り
下 部 の 貯 湯 タ ン ク 内 の 水 を 昇 温 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 浴 槽 加 熱 運 転 時 は 貯 湯 タ ン ク の 上 部 接 続 口 か ら 高 温 湯 を 流 路 切 替 え 手 段 ２ ０ を 介
し て 熱 交 換 器 １ ６ へ 送 り 、 浴 槽 の 水 を 加 熱 す る 。 ま た 、 浴 槽 残 湯 水 が な い 場 合 に 貯 湯 タ ン
ク 内 の 水 を 沸 き 上 げ る 運 転 に お い て 、 加 熱 手 段 １ ４ で 加 熱 さ れ た 高 温 湯 は 貯 湯 タ ン ク の 上
部 接 続 口 か ら 流 路 切 替 え 手 段 ２ ０ 、 熱 交 換 器 １ ６ を 通 り 、 貯 湯 タ ン ク １ の 下 部 か ら 貯 湯 タ
ン ク へ 流 入 す る 。 そ し て 、 貯 湯 タ ン ク １ 内 の 下 部 の 低 温 水 の 水 面 が 貯 湯 タ ン ク １ 内 で 上 昇
し て 、 加 熱 手 段 １ ４ の 位 置 に 達 す る と 加 熱 手 段 １ ４ で 加 熱 さ れ て 高 温 湯 と な り 、 貯 湯 タ ン
ク １ の 上 部 接 続 口 か ら 貯 湯 タ ン ク １ の 下 部 か ら 貯 湯 タ ン ク へ 流 入 す る 。 こ の サ イ ク ル を 繰
り 返 し な が ら 、 貯 湯 タ ン ク １ 内 の 水 を 沸 き 上 げ る 。 従 っ て 、 浴 槽 水 の 加 熱 と 浴 槽 残 湯 熱 の
回 収 お よ び 貯 湯 タ ン ク 内 の 水 全 体 を 沸 き 上 げ る 運 転 を 簡 単 な 装 置 （ 単 一 の 給 湯 ポ ン プ と 流
路 切 替 え 手 段 ） で 実 現 で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ７ 】
　 【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 の 説 明 か ら も 明 ら か の よ う に 、 発 明 に よ れ 槽 の 残 り 湯 を 熱 回 収 す る 場 合 に
加 熱 手 段 で 加 熱 さ れ た 湯 と 浴 槽 の 残 り 湯 が 熱 交 換 し な い た め 、 効 率 よ く 熱 回 収 で き 、 省 エ
ネ ル ギ ー と な る 。 ま た 、 熱 回 収 運 転 時 に 上 部 あ る い は 下 部 の 加 熱 手 段 の い づ れ か を 同 時 運
転 す る た め 、 深 夜 時 間 帯 な ど 所 定 時 間 内 で 充 分 に 貯 湯 タ ン ク 内 の 水 を 沸 き 上 げ る こ と が で
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 【 図 １ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 １ の 風 呂 熱 利 用 給 湯 シ ス テ ム の 構 成 図
　 【 図 ２ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 風 呂 熱 利 用 給 湯 シ ス テ ム の 構 成 図
　 【 図 ３ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 ３ の 風 呂 熱 利 用 給 湯 シ ス テ ム の 構 成 図
　 【 図 ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 ４ の 風 呂 熱 利 用 給 湯 シ ス テ ム の 構 成 図
　 【 図 ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 ５ の 風 呂 熱 利 用 給 湯 シ ス テ ム の 構 成 図
　 【 図 ６ 】
　 従 来 の 風 呂 熱 利 用 給 湯 シ ス テ ム の 構 成 図
　 【 符 号 の 説 明 】
　 １ 　 貯 湯 タ ン ク
　 ２ 　 第 １ 加 熱 手 段
　 ３ 　 第 ２ 加 熱 手 段
　 ４ 　 熱 交 換 器
　 ５ 　 浴 槽
　 ６ 　 検 出 手 段
　 ７ 　 温 度 検 出 手 段
　 ８ 　 残 湯 温 度 検 出 手 段
　 ９ 　 制 御 手 段
　 １ ０ 　 風 呂 ポ ン プ
　 １ １ 　 湯 温 検 出 手 段
　 １ ２ 　 運 転 制 御 手 段
　 １ ３ 　 制 御 手 段
　 １ ４ 　 加 熱 手 段
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　 １ ５ 　 給 湯 ポ ン プ
　 １ ６ 　 熱 交 換 器
　 １ ７ 　 風 呂 熱 交 換 器
　 １ ８ 　 浴 槽
　 １ ９ 　 給 湯 ポ ン プ
　 ２ ０ 　 流 路 切 替 え 手 段
　 ２ １ 　 運 転 制 御 手 段
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